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既に校庭の桜は満開を過ぎましたが、花壇には多くの花が咲き、春本番を迎え

た様子です。そして、春は別れと新たな出会いの時期です。３月 13 日の卒業式

では 106 名の生徒が本校を巣立っていきましたが、本日３月 31 日はこの春の

定期異動等により本校を離任することになった職員の離任式が行われました。 

◇退職・転出教職員を紹介します 

○○○○ 校長  退職 

○○○○ 教諭  栃木県教育委員会事務局安足教育事務所ふれあい学習課へ 

○○○○ 教諭  佐野市立北中学校へ 

○○○○ 教諭  あそ野学園義務教育学校へ 

○○○○ 養護教諭 退職 

○○○○ 事務長 佐野市立城北小学校へ 

○○○○ 講師  佐野市立西中学校へ 

○○○○ さわやか教育指導員 あそ野学園義務教育学校へ 

○○○○ 用務員 天明小学校へ 

○○ ○○ 教員業務支援員 退任 

【校長あいさつ】 

新規採用教員とし赴任して以来約３０年ぶりに、今回は校長として本校に赴

任し、本日退任の時を迎えました。ここまで、保護者の皆様や地域の皆様に

は、本校教育活動に対しご理解とご協力をいただき、おかげさまで、大過なく

校長としての責任を果たすことができました。深く感謝申し上げます。 

さて、２年前、コロナ禍の中ではありましたが、体育館で行われた着任式・

始業式で、私(校長)の話を聞く生徒たちの目の輝きに、再び本校に勤務できる

喜びとともに、与えられた責任の重さを強く感じたことをはっきり覚えてお

ります。 

新型コロナウイルス感染症の世界的大流行から３年、私が校長としての２

年間もまさに With コロナの学校生活でした。市内一斉の臨時休業、修学旅行

の再三の延期、群竹祭やスキー宿泊学習の中止など、楽しみにしていた行事

が予定どおり実施できないなど、生徒たちも我慢を強いられることが多々あ

りました。 

しかし、このような中でも、本校の生徒たちは、素直で明るく元気に前向き

に学校生活を送っていました。こうした姿から、本校生徒の素晴らしさを実

感し、With コロナの学校生活の中でも、生徒それぞれの良さや個性を伸ばし、



自立と自己実現を図れるよう教育活動の充実に努め、今に至りました。 

しかしながら、この２年間を振り返ると、中止の決断をしたことばかりで、

新しい教育活動を何ら取り入れることができなかったと反省しています。「コ

ロナ禍だからできない」では言い訳にもなりませんが、その分、After コロナ

の新しい田沼東中学校を創造する土台はできたと考えております。 

４月からは、教育活動上の様々な制限が解除されます。先週の修了式の式

辞で生徒に伝えたとおり、これはコロナ禍前に教育活動が戻るというもので

はなく、After コロナの新しい学校生活が始まるということです。マスク着用

を求めない学校生活や、コロナ禍とは直接関係はありませんが、生徒会を中

心に見直された学校生活のきまり（生徒のきまり）の下、「生徒一人一人にと

って明日が待たれる学校」の創造を生徒自らの力で進めてほしいと願ってい

ます。 

なお、紙面では紹介できませんでしたが、退職・転出教職員一同も、私と同

様に After コロナの今後の田沼東中学校教育の発展・充実を願っています。 

保護者・地域の皆様には、今後も本校教育にご理解とご支援を賜りますよ

うよろしくお願いいたします。 

令和５年３月 31 日 

佐野市立田沼東中学校長 松島 繁夫 

今年度末をもって、転出される教職員の皆様の新天地でのご活用を祈念いた

します。 

◇転入教職員等紹介 

すでに一部は新聞等で発表されておりますが、令和５年４月１日付で本校に

赴任する教職員を紹介します。 

○○○○ 校長  佐野市立赤見中学校から 

○○○○ 教諭  佐野市立北中学校から 

○○○○ 教諭  新規採用 

○○○○ 養護教諭 佐野市立赤見小学校から 

○○○○ 事務長 佐野市立佐野小学校から 

○○○○ 講師  佐野市立北中学校から 

○○○○ 講師  佐野市立北中学校から 

○○○○ 非常勤講師※1 ※1 美術の非常勤講師として週１日勤務 

○○○○ 非常勤講師※2 ※2 今年度は非常勤講師として初任者指導を担当  

なお、○○○○教諭は、4 月１日から９月 30 日までの半年間、育児休業を取

得し、育児に専念します。 


